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第１章 はじめに 

 

 

 

伊達市の公共下水道は、生活環境の悪化及び水質汚濁の進行に対処するため、1974年度

（昭和49年度）から事業に着手し、管渠
きょ

や終末処理場の整備を進めてきました。 

2006年（平成18年）3月には大滝村との市村合併を行い、2018年度（平成30年度）末

の下水道処理人口普及率※は87.6％となり、水洗化の普及、生活環境の改善という下水道の

主要な目的が達成されようとしています。 

しかしながら、少子高齢化の進行や厳しい財政状況など、下水道を取り巻く状況が極めて

厳しい中、市民生活に欠くことができない社会基盤施設である下水道を将来にわたり、維持、

持続していく必要があります。 

このような背景から、国土交通省は2005年度（平成17年度）に「下水道ビジョン2100

※」を、2007年度（平成19年度）に「下水道中期ビジョン※」を公表し、これらを踏まえて

北海道開発局・北海道・札幌市では2009年（平成21年）3月に「北海道地方下水道ビジョ

ン※」を策定し、道内の地方公共団体が今後概ね10年間に取組むべき下水道事業の方向性を

示しています。本市においても、下水道が目指す将来像と取組むべき施策を明らかにするた

め、2010年度（平成22年度）に「伊達市下水道中期ビジョン」を策定しました。 

その後、国土交通省は社会経済情勢の変化に対応するため、2014年度（平成26年度）に

「新下水道ビジョン※」、2017年度（平成29年度）には「新下水道ビジョン加速戦略※」を

策定し、今後、取組みを加速する施策をとりまとめています。 

本市におきましても、「伊達市下水道中期ビジョン」策定後の下水道をとりまく社会環境

の変化を踏まえて、施策目標や事業計画を見直し、2020年度（令和2年度）から2029年度

（令和11年度）の10年間で取組むべき施策を市民の皆様に明らかにするため、経営戦略を

盛り込んだ「伊達市下水道ビジョン」を新たに策定しました。 
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伊達市下水道ビジョン 

 

 

 

 

国および北海道の施策 

国の施策 

・新下水道ビジョン 
2014 年度（平成 26 年度） 

・新下水道ビジョン加速戦略 
2017 年度（平成 29 年度） 

北海道の施策 

・北海道地方下水道ビジョン 
2008 年度（平成 20 年度） 

・全道みな下水道構想４ 
2018 年度（平成 30 年度） 

伊達市の施策 

第 7 次伊達市総合計画 

・基本構想 

・基本計画 

・実施計画 

伊達市都市計画 

マスタープラン 

伊達市下水道ビジョン 2020 年度（令和 2 年度）～2029 年度（令和 11 年度） 

① 将来像 

② 主要な施策 

③ 目標 

④ 経営戦略 

伊達市個別計画 伊達市下水道の課題 

汚水処理計画 

・伊達市生活排水処理基本計画 
・伊達市公共下水道事業計画 
・伊達市合併浄化槽設置整備事業 

浸水対策 

・伊達市水防計画 

地震対策 

・伊達市地域防災計画 

環境対策 

・第 3 次伊達市環境基本計画 

財政 

・財政健全化計画 

汚水処理対策 

資源の利活用対策 

浸水対策 

地震対策 

老朽化対策 

経営対策 

（地球レベル） 

・地球温暖化と気候変化 

・エネルギー資源のひっ迫 

・衛生環境の悪化 

・水資源の欠乏 

（目的） 

伊達市が目指すべき下水道事業の将来像を定め、今後 10 年間で取

り組むべき施策を選定し、その整備目標を明らかにする。 

（生活レベル） 

・少子高齢化の深刻化 

・ライフスタイルの多様化 

・国際交流の活発化 

（目的） 

伊達市が目指すべき下水道事業の将来像を定め、今後 10 年間で取

り組むべき施策を選定し、その整備目標を明らかにする。 
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第２章 伊達市の下水道事業の概要 

 

 

 

２－１．伊達市の概要 

 

２－１－１．位置及び地勢 

 

本市は北海道中央南西部、道都札幌市と函館市の中間に位置し、南西部は噴火湾（内浦湾）

に面しています。旧伊達市と大滝区の間には壮瞥町を挟み、東は登別市・白老町・千歳市、

西は喜茂別町・留寿都村・洞爺湖町、南は室蘭市、北は札幌市と隣接しており、行政面積は

444.21k㎡となっています。 

伊達市南部の地形は、各河川沿いや海岸沿いの低平地、その背後の扇状地斜面、丘陵性台

地及び火山性山地に分けられます。また、北西は有珠山や昭和新山と、北東を幌別山系の分

水嶺で囲まれ、噴火湾に向かってなだらかな斜面がひろがっており、二級河川長流川や中小

河川が数多く流れ、農耕地、草地などの豊かな生産緑地帯が形成されています。大滝区の地

形は、南北に貫流する長流川に沿って丘陵地が数条の沢により分布し、東南部は緩傾斜、西

部は急傾斜地帯で、わずかに長流川地域の一部と尻別川上流の一角に平坦部が点在していま

す。 

地質は、地質年代からみて全体に若く、新生代後期の第三紀および第四紀の地層や岩石か

ら成り立っており、しかも、その大部分は火山活動に伴って生成された溶岩や火山性の堆積

物によって占められています。 

有珠山および大滝区のホロホロ山周辺は、支笏洞爺国立公園に指定されており、優れた自

然環境を有するほか、有珠山の火山現象と火山地形は世界的にも重要なものとなっています。 

 

伊達市の位置 

  

第２章 伊達市の下水道事業の概要 



 
4 

 
伊達市下水道ビジョン 

２－１－２．人口・世帯数の推移 

 

国勢調査によると、近年の本市の人口（大滝区を含む）は2000年（平成12年）頃の約

37,000人をピークに減少傾向で推移しています。これに対して世帯数は増加傾向にあるこ

とから、世帯当り人員数は1990年度（平成2年度）では2.94人でしたが、2015年度（平

成27年度）には2.32人まで減少し、本市においても核家族化が進行している状況です。 

「伊達市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略2015年（平成27年）9月」に

おける人口の将来展望では、2030年度（令和12年度）に30,647人まで減少する見通しと

なっています。 

 

人口の推移 
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第２章 伊達市の下水道事業の概要 

２－２．下水道事業の概要 

 

２－２－１．下水道の沿革（あゆみ） 

 

本市の下水道事業は、生活環境の向上、公共用水域※の水質保全※、都市災害の防除を目的

として1975年（昭和50年）3月に予定処理区域面積※144ha、予定処理人口※10,600人、

計画汚水量※5,300m3を対象として下水道法事業認可※を受けたことに始まります。その後、

1985年（昭和60年）10月には伊達終末処理場の運転開始により市街地区の一部を供用開

始して以降、数次にわたり事業の拡大認可を取得し、面整備の促進を図ってきました。また、

1993年（平成5年）3月にはフレックスプラン※による暫定処理場として有珠終末処理場の

運転を開始しています。大滝区については、特定環境保全公共下水道※として1992年（平成

4年）11月より事業に着手し、1998年（平成10年）3月から大滝下水道管理センターの運

転を開始し、国道453号に沿った集落ごとに整備の促進を図ってきました。 

また、「汚水処理施設共同整備事業（MICS事業）※」により、1市3町（伊達市、豊浦町、

壮瞥町、洞爺湖町）のし尿と浄化槽汚泥を2009年（平成21年）4月から伊達終末処理場に

投入して共同処理しています。 

2018年（平成30年）4月には地方公営企業法の一部（財務規定等）を適用し、官公庁会

計方式から企業会計方式へ移行し、資産等を正確に把握した経営管理による計画的な経営基

盤の強化、財政マネジメントの向上を図っています。 

2021年（令和3年）3月からは、フレックスプランの解消により有珠終末処理場を廃止し、

伊達終末処理場での統合処理を開始する予定です。 
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伊達市下水道ビジョン 

●1975 年 

（昭和 50 年）3 月 

本市中心市街地 144ha を対象に下水道事業に着手 

●1985 年 

（昭和 60 年）3 月 

下水道条例制定 

●1985 年 

（昭和 60 年）10 月 

伊達終末処理場の運転開始、伊達処理区の供用開始 

●1990 年 

（平成 2 年）6 月 

 

有珠地区で事業着手（旧 有珠処理区） 

●1992 年 

（平成 4 年）11 月 

大滝処理区で事業着手（旧 大滝村） 

●1993 年 

（平成 5 年）3 月 

フレックスプランによる暫定処理場として、有珠終末処理場が

運転開始（旧 有珠処理区の供用開始） 

●1993 年 

（平成 5 年）7 月 

北海道南西沖地震により伊達終末処理場等に 2 箇所の被害を

受ける 

●1998 年 

（平成 10 年）3 月 

大滝下水道管理センターの運転開始（大滝処理区の供用開始） 

●2000 年 

（平成 12 年）3 月 

有珠山噴火により下水道施設に 1 箇所の被害を受ける 

●2006 年 

（平成 18 年）3 月 

大滝村と市村合併 

●2008 年 

（平成 20 年）5 月 

伊達処理区および有珠処理区において新たに特定環境保全公共

下水道事業に着手 

●2009 年 

（平成 21 年）4 月 

汚水処理施設共同整備事業（MICS 事業）により 1 市 3 町

（伊達市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町）のし尿と浄化槽汚泥の

処理を伊達終末処理場にて開始 

●2018 年 

（平成 30 年）4 月 

地方公営企業法の一部（財務規定等）を適用 

●2021 年 

（令和 3 年）3 月 

フレックスプランの解消により、有珠終末処理場を廃止し、伊

達終末処理場での統合処理を開始予定 
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第２章 伊達市の下水道事業の概要 

２－２－２．下水道事業計画の概要 

 

本市の下水道事業は、単独公共下水道※事業として、伊達処理区（有珠地区を含む）と大滝

処理区の2処理区で事業を実施しています。 

下水道事業計画の概要 

 

  

伊達処理区 大滝処理区

（有珠地区含む）

1975年（昭和50年）3月 1992年（平成4年）11月

1985年（昭和60年）10月 1998年（平成10年）3月

2021年度（令和3年度） 2021年度（令和3年度）

汚水 1,225.4 110.0

雨水 1,425.3 -

29,980 1,200

13,063 1,524

13,500 1,530

2020年度（令和2年度） 2020年度（令和2年度）

汚水 958.4 104.5

雨水 771.1 -

29,850 1,210

13,016 1,528

13,500 1,530

5/5 2/3

874 95

29,055 798

26,552 715

33.2 8.4

91.4 89.6

事業名

事業開始年度

供用開始年度

全
体
計
画

目標年度

計画面積(ha)

計画人口(人)

日最大計画汚水量 (m3/日)

処理能力(m3/日)

事
業
計
画

目標年度

計画面積(ha)

計画人口(人)

日最大計画汚水量 (m3/日)

処理能力(m3/日)

処理場系列数

実
績

整備面積(ha)

処理区域内人口（人)

水洗化人口（人)

処理区域内人口密度（人/ha）

水洗化率（％）
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伊達市下水道ビジョン 

伊達市下水道区域の概要（伊達処理区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 整備区域は、2018 年度（平成 30 年度）末時点の状況です。 
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第２章 伊達市の下水道事業の概要 

伊達市下水道区域の概要（大滝処理区） 

 
※ 整備区域は、2018 年度（平成 30 年度）末時点の状況です。 


